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#1 BOLDLYとは
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自動運転車の開発は 
行っていません

交通事業者向けの 
システムでに専念

2

運行管理支援に専念



3

メーカー向けサポート 
・API 公開 
・開発環境(SDK) 公開 
・車載モジュール 公開

自動運転事業におけるAWS的な役割
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バス、カート、トラクター、ドローン 

30種類と接続を達成
!"#$%&



130
自動運転バスの実証実験回数

回

5
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地域

2.羽田(東京都)1.境町(茨城県) 6

4 3.上士幌町(北海道) 4.日進市(愛知県)

実用化地域
'(#$%&
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AUVE TECH の ミカをはじめ、新車両は続々登場予定
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#２ 境町における成功
(1分)
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毎日運行中! 2年6ヶ月 無事故!

累計乗車人数： 17,887人
累計走行便数： 14,952便

(自動運転中の実績のみ)
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自動運転バス総合コールセンター 070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809わからない事があればお電話ください

自動運転バスに乗ろう!!
無料無料

いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が

写真も撮ります！乗り降りも
しっかりサポート!!

境町の旬の
情報をお届けします!



18レベル2運行におけるオペレーター(運転手)

コントローラー

ボタン類

タッチパネル

キャビネット

・行き先指示 
　バス停を指定することで、自動運転が開始。 
・運転状態 
　速度、ステアリング角度、 
　ウインカー、ヒットレシオなどが確認可能。 
・エラー情報、その他 
　センサーによる認識状況や、 
　エラーメッセージの確認が可能

オペレーターが 
ODDに合わせてデフロスターやワイパーの 
設定を行う

操舵、加速、自動手動の切り替え等を行う

緊急停止ボタン
衝突回避のため操作を行う

メインコンピュータ類が格納されている 
エアコン設定、車高の選択などを行うス
イッチもある
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レベル4初期でも、 
親切丁寧な有人運転を

・子供も安心 
・お年寄りも安心 
・車椅子の人も安心 
・観光客もバス安心

(運転は自動だが、乗客案内等をする)

地域が好き、親切な応対ができる 
英語が得意、女性、未経験 e.t.c.
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20～40歳台が、続々と就職している

自動運転バス総合コールセンター 070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809わからない事があればお電話ください

自動運転バスに乗ろう!!
無料無料

いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が

写真も撮ります！乗り降りも
しっかりサポート!!

境町の旬の
情報をお届けします!



21女性比率が高い

自動運転バス総合コールセンター 070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809わからない事があればお電話ください

自動運転バスに乗ろう!!
無料無料

いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が

写真も撮ります！乗り降りも
しっかりサポート!!

境町の旬の
情報をお届けします!



22バス業界以外の出身者が多い

自動運転バス総合コールセンター 070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809070-1463-6809わからない事があればお電話ください

自動運転バスに乗ろう!!
無料無料

いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が
いつでもお手伝いします!いつでもお手伝いします!
車内添乗員が車内添乗員が

写真も撮ります！乗り降りも
しっかりサポート!!

境町の旬の
情報をお届けします!
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#3 ボードリーメソッド

(1分)
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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上士幌タクシー(有)



サプライヤー

大学/研究機関

関連省庁
SoftBank

Yahoo!

乗客
バス事業者 
自治体 
など

　

車両とシステム を「地域」だけで運用できるようにする

自動車メーカー

統合化・車両製造
要素技術 
・ 

規制緩和
ITサービス開発 交通サービス 利用者

ソフトバンク 
グループカンパニー

29



自動運転時代の安全運行管理 
地元の交通事業者が、未来の重要な役割を担う

30



乗客安全を遠隔で見守る
地域のバス事業者

困っていないか？ 危なくないか？ 異常はないか？

自動運転バスのサービス 31



32完全 Level 4 になると出来ること

1人の遠隔監視者が、 n台を同時監視可能。

➡︎ドライバー不足などの解決に貢献



1 遠隔監視・制御・オペレーション領域での協業 29

中央センターと地域での、共同運行管理体制を構築

B社 
テーマパーク

A社 
バス運行会社

D社 
ホテル

C社 
タクシー会社

地域

地域

地域

地域

地域

中央センター

E社 
バス運行会社

ピンチヒッター

 高度AI運行管理者

(参考)





35

・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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人材育成 / オフィシャルライセンス発行 / 各種コンサルティング

BOLDLYの役割

ボードリーは、お客さまの自動運転バスの導入ニーズに合わせて 
実用化に必要な仕組みを創造するパイオニアです

Dispatcher遠隔監視員育成 ARMA オペレータ育成 現場オペレーション構築

車両選定 ～ メーカー交渉 Dispatcherの提供 3Dマップデータ収集 自動運転セッティング

技術 / サービス提供

現場運用の仕組み作り・人材のスキル習得支援から、政府や自治体と連携した前例のない規制緩和の実現まで行います。

国内最多の自動運転バス実証実績、複数メーカとの協業から得られた洗練されたノウハウや技術を提供します。
例えば3Dマッピングは、世界中でBOLDLYだげがNAVYA社からで唯一許可を受けて実施しています。



総予算 
5.2億円

#1 
計画立案

#2 
調整・調査

#3 
現地での準備

#4 
実証実験

#5 
実導入

#6 
アフターサポート

既存の 
実証スキーム 
による取組

運行計画など

自治体および 
関係各所の調整

3Dマップデータ作成
Dispatcherを用いた運行管理

人材雇用  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

自動走行プログラミング 
　・走行ルート/バス停 
　・速度/一時停止等 
　・歩行者検知範囲等

遠隔監視システム Dispatcherの提供  (NAVYAとAPI連携)

自動運転経路 
アセスメント

人材育成  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

走行データ分析 有識者会議運営 
レポート対外公開

公道走行対応 
(対運輸局) 保安基準緩和 
(対警察) 道路使用許可

事業性KPI進捗管理

試乗会・視察対応 保険

車両選定 
コンサルティング

決済アプリ 故障修理 リアルタイム対応

顔認証アプリ 車両ソフトウェア アップデート

試乗会 電波環境調査 V2I連携 
(信号機/カメラ等) 車両提供 (リース・レンタル等)

記者会見対応 
走行開始セレモニ

ー
システム 
全体設計 RTK-GNSS情報提供 車両定期検査

持続可能な 
地域交通モデル 
をつくる新取組

ビジネスモデル マーケティング
MaaSシステム連携

収益化 地域住民の 
協力体制構築 制度整備

MaaSアプリ提供

BOLDLY 交通事業者 パートナー企業凡例 保守事業者 MaaS事業者

37自動運転実装のプロセス全体を構築し実行できます
地域住民

当初



総予算 
5.2億円

#1 
計画立案

#2 
調整・調査

#3 
現地での準備

#4 
実証実験

#5 
実導入

#6 
アフターサポート

既存の 
実証スキーム 
による取組

運行計画など

自治体および 
関係各所の調整

3Dマップデータ作成
Dispatcherを用いた運行管理

人材雇用  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

自動走行プログラミング 
　・走行ルート/バス停 
　・速度/一時停止等 
　・歩行者検知範囲等

遠隔監視システム Dispatcherの提供  (NAVYAとAPI連携)

自動運転経路 
アセスメント

人材育成  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

走行データ分析 有識者会議運営 
レポート対外公開

公道走行対応 
(対運輸局) 保安基準緩和 
(対警察) 道路使用許可

事業性KPI進捗管理

試乗会・視察対応 保険

車両選定 
コンサルティング

決済アプリ 故障修理 リアルタイム対応

顔認証アプリ 車両ソフトウェア アップデート

試乗会 電波環境調査 V2I連携 
(信号機/カメラ等) 車両提供 (リース・レンタル等)

記者会見対応 
走行開始セレモニ

ー
システム 
全体設計 RTK-GNSS情報提供 車両定期検査

持続可能な 
地域交通モデル 
をつくる新取組

ビジネスモデル マーケティング
MaaSシステム連携

収益化 地域住民の 
協力体制構築 制度整備

MaaSアプリ提供

BOLDLY 交通事業者 パートナー企業凡例 保守事業者 MaaS事業者

38自動運転実装のプロセス全体を構築し実行できます
地域住民

最近



総予算 
5.2億円

#1 
計画立案

#2 
調整・調査

#3 
現地での準備

#4 
実証実験

#5 
実導入

#6 
アフターサポート

既存の 
実証スキーム 
による取組

運行計画など

自治体および 
関係各所の調整

3Dマップデータ作成
Dispatcherを用いた運行管理

人材雇用  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

自動走行プログラミング 
　・走行ルート/バス停 
　・速度/一時停止等 
　・歩行者検知範囲等

遠隔監視システム Dispatcherの提供  (NAVYAとAPI連携)

自動運転経路 
アセスメント

人材育成  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

走行データ分析 有識者会議運営 
レポート対外公開

公道走行対応 
(対運輸局) 保安基準緩和 
(対警察) 道路使用許可

事業性KPI進捗管理

試乗会・視察対応 保険

車両選定 
コンサルティング

決済アプリ 故障修理 リアルタイム対応

顔認証アプリ 車両ソフトウェア アップデート

試乗会 電波環境調査 V2I連携 
(信号機/カメラ等) 車両提供 (リース・レンタル等)

記者会見対応 
走行開始セレモニ

ー
システム 
全体設計 RTK-GNSS情報提供 車両定期検査

持続可能な 
地域交通モデル 
をつくる新取組

ビジネスモデル マーケティング
MaaSシステム連携

収益化 地域住民の 
協力体制構築 制度整備

MaaSアプリ提供

BOLDLY 交通事業者 パートナー企業凡例 保守事業者 MaaS事業者

39自動運転実装のプロセス全体を構築し実行できます
地域住民

将来



総予算 
5.2億円

#1 
計画立案

#2 
調整・調査

#3 
現地での準備

#4 
実証実験

#5 
実導入

#6 
アフターサポート

既存の 
実証スキーム 
による取組

運行計画など

自治体および 
関係各所の調整

3Dマップデータ作成
Dispatcherを用いた運行管理

人材雇用  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

自動走行プログラミング 
　・走行ルート/バス停 
　・速度/一時停止等 
　・歩行者検知範囲等

遠隔監視システム Dispatcherの提供  (NAVYAとAPI連携)

自動運転経路 
アセスメント

人材育成  (Safety Driver/遠隔監視者/整備士)

走行データ分析 有識者会議運営 
レポート対外公開

公道走行対応 
(対運輸局) 保安基準緩和 
(対警察) 道路使用許可

事業性KPI進捗管理

試乗会・視察対応 保険

車両選定 
コンサルティング

決済アプリ 故障修理 リアルタイム対応

顔認証アプリ 車両ソフトウェア アップデート

試乗会 電波環境調査 V2I連携 
(信号機/カメラ等) 車両提供 (リース・レンタル等)

記者会見対応 
走行開始セレモニ

ー
システム 
全体設計 RTK-GNSS情報提供 車両定期検査

持続可能な 
地域交通モデル 
をつくる新取組

ビジネスモデル マーケティング
MaaSシステム連携

収益化 地域住民の 
協力体制構築 制度整備

MaaSアプリ提供

BOLDLY 交通事業者 パートナー企業凡例 保守事業者 MaaS事業者

40自動運転実装のプロセス全体を構築し実行できます
地域住民

将来

運行管理者

PM 
コンサルタント

PM/コンサルタント

デプロイ

IoTエンジニア

遠隔監視者オペレータ 整備士



412030年 日本国内での目標

自動運転バス10,000台

遠隔監視者 3,000名

公共交通(バス)の持続可能な体制を作る

手動運転バス50,000台手動

自動

末端(毛細血管)

幹線(大動脈)

＋
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ゴール設定が肝

実験・研究

実用化

地域に何も 
残っていない

地域だけで 
運営可能な状態
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条



横に動くエレベーター
Horizontal elevator

44
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バス運賃は

￥0
交通セクター単体では 
効果を見てはいけない

移動の総量を増やすため



運賃 ¥0 
バス経費は、家賃・管理費に 
ビルトインされている
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学術関係者、自治体、コンサル、メーカー向け 
視察研修プログラム 1回10万円
約200件の視察実績



48ふるさと納税の推進支援 
1年でも数千万円の寄付を集められる
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自動運転バス導入の経済効果（金額換算）

運行開始から約1年半で 総額13.4億円 以上

地方創生推進交付金 2.6億円

茨城県Society5.0 地域社会実装推進事業費補助金 1,600万円

国土交通省ビッグデータ活用事業 1,500万円

デジタル田園都市国家構想推進交付金 TYPE1 1.8億円

デジタル田園都市国家構想推進交付金 TYPE2 3.99億円

個人版ふるさと納税

2019年度 376万円

2020年度 2,027万円

 2021年度 1,478万円

企業版ふるさと納税 2022年度 8,000万円

その他寄付 実績 1,200万円

8.7 億円

1.3 億円

視察研修 135件（コロナ禍では無償実施が多数） 345万円

1. 補助事業採択

2. 寄付

3. 視察・観光による収入

NEW

直接的な効果 10.0 億円以上 

TV NHKおはよう日本、めざましてテレビ、ヒ
ルナンデス、WBS その他多数  * 3.0億円

新聞・雑誌 151件 約117,866文字以上 3,000万円

飲食店施設利用等 9,327人（単価：1,000円強程度） 932万円

3.3 億円以上

株式会社セネックが境町に本社を移転

自動運転バスの運行に携わる職員を地元で採用 (8名)し雇用を創出

4. 広告換算額

5. 移動促進による消費拡大

6. その他効果

（電通調べ）

* 地上波  東京キー局のみ対象  / 一部は社団法人日本広告業協会「放送広告料金表」に基づく独自調べ

＋αの効果 3.4 億円以上 

UPDATE

UPDATE
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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コミュバスは必ず「空気を運んでいる、客寄せパンダだ」という時期を経て徐々に利用者を獲得していく。 
バス導入後、住民が免許返納などのアクションに至るには通常5~10年かかると言われており 
そのため、コミュバス政策評価を1~2年で行うことは危険だと言われている。 
住民が自力で移動できる程度が深刻でない場合は、利用者が少なく感じるが、それは地域としては健全な状態と言える。む
しろ初めから利用者が押し寄せるようでは、導入が相当遅かったという事に他ならない。 
町民が本当に必要とする5~10年後まで走らせる持続可能な手段を模索することが大事。

バス運行開始 1~2年後 10年後

利用者数
多い

少ない

空気を 
運んでいる!

町民の行動の変化 
(免許返納など)

乗る人が 
増えたね!

まだ深刻ではない 
ギリギリ運転できる

もう運転は無理！客寄せパンダ

コミュニティバスの政策評価における課題

非当事者による評価

当事者による評価
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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2016年創業 ➡︎ 現在8年目

資金調達リスク 
・数10 ~ 数100億円レベルで民間拠出 

責任リスク 
・車両の運行管理責任を積極的に引き受ける 
・自社の業務以外も引き受ける
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#４ 横展開実績

(1分)



59令和３年度 
「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」



60令和３年度 
「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転実証調査事業）」

ボードリーの3地域は 
今年も継続運行中

他の地域は 
運行ストップ中 
(なぜ実用化できない？)
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・地域交通事業者を最優先する。 
・地域人材を育成し、自律的な運営を支援する。 
・地域が稼ぐ仕組みを構築し、経営を支援する。 
・地域社会に参加し、当事者として関わる。 
・過渡期における全てのリスクを自社が負う。

m e t hod
ボードリー式 社会実装メソッド

5箇条
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資金調達・ビジネスモデル

車両・技術

地域雇用・人材育成

住民との関係構築・社会需要性

IoT、AI、セキュリティ

インフラ協調

m e t hod



無人自動運転サービスの実現及び普及

2025年度までに多様なエリア、多様な車両に拡大し、40カ所以上に展開

参考ロードマップ(2) 63
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＜KPI＞自動運転の社会実装に向けた取組の加速 

公道での地域限定型の 
無人自動運転移動サービスについて、 
2020年中に複数箇所で開始し、 
2030 年までに全国 100か所以上で実現する。

参考ロードマップ(1)

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/pdf/fu2020.pdf

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/seicho/seichosenryakukaigi/dai11/siryou1-2-1.pdf
令和3年版(案)   2021年6月2日 UPDATE

令和2年版 2020年7月17日

64
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#5 (要望)100→1700 地域へ視座のアップ
(1分)
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移動の総量を増やそうとする取り組みの例
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交通基本法

「交通権」とは国民の移動する権利であり、日本国憲法の第 22 条 
（居住・移転および職業選択の自由）、第 25 条（生存権）、第 
13 条（幸福追求権）など関 連する人権を集合した人権と定義され
る。 憲法上保障された次の基本的権利を実質的に保 障するものと
して国および自治体は国民・住民の交通権を保障する義務を負う。



68
エリアの規模(人口、運行頻度や路線距離等)や、交通事業者の事情を加味して 
十分な公共交通サービスを提供し得る「必要コスト」を考えられないか？

人口動態 バス路線計画
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現在かかっているコスト

本来かけるべきコスト

≠
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≠

運賃収入

本来、補填しなければならない赤字

運賃収入

現在かかっているコスト

本来かけるべきコスト

≠
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日本 フランス

各国の乗合バス収支率にも、大きく差がある

運賃による収支率90%

40%

今の財源でやりくりしよう

補填

補填

移動できる権利を守るために 
必要な予算を確保しよう

※BOLDLY調べ
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(赤字削減) (波及効果)

モビリティの価値評価

実際の費用

移動の総量を増やす

想定費用



73

#6 (要望)事業者責任の徹底
(1分)



74事業者の責任が明確
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中央政府

地域社会
自治体、住民、交通事業者、商業、観光、 

医療/福祉、IT事業者、教育機関、運輸局、警察、等

トップダウン ボトムアップ

法律、技術、ビジネスモデル等の標準化・ガイドライン化

一般解、共通解として 個別解として事例積み上げ

「有識者」等による 
議論/審査はほどほどに・・・
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